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｢生鉱物」に関するシンポジウムに出席して

雄升/|、 林 巌

昨秋， 1974年10月1日～10月4日にア 単細胞の石灰化に関係する長年の研究をのべる

メリカ合衆国の南カロライナ州ジョージタウンで なかで，単細胞生物ではカルシウム塩が炭酸塩の

開催され･た，「無脊椎動物及び植物の鉱物化に関 形で，細胞の著しい制御の下で沈着し，ゴルジ装

需鴬諜需霧勇赫震謙‘勵空随に関連して形鱗…o SpiroSr・凧”
続く ，第2回目の集まりで，南カロライナ大学の で発見された， リン酸塩の球晶構造の形成はこれ
渡部哲光氏とデニーク大学のK､M. ウイルバー氏 に比較されるメカニズムによるのではないかとみ

によって組織され，西ドイツのボン大学H・K・エ なしている。骨細胞などをみても，詞以の球晶構

ルベン氏と大森昌衛氏を組織委員としている。日 造がゴルジ装置でつくられ，骨そのものが，鉱物

本からは，名古屋大学の北野康氏，国立真珠研究 のフィラメントの集合からなる事実を見過してき
所の和田浩爾氏，北海道大学の山田寿郎氏の5名

が参加した。このほか，三重大学の辻禎氏が参加 た。 リン酸塩形成と炭酸塩形成との関係，とくに
を予定していたが，会議前に急に参加できたくた 細胞中の球晶鉱物の性質と機能についてふれる。
ったため，講演要旨のみが代読された。 P.Wesi,broek(Rijksuniverslt,eil, ,

参加者は9ケ国から54名，それに南カロライ オランダ)L.W・ deJong,mDamandM．A・

ナ大学の院生の方で，前回に比べて，テーマもし CrenshawAsDect,s of calcifica-

ほられたこともあって，まとまっていた。会場に
1Jlon in Oo℃colユもhus hUxleyi

あてられたのは，豪富の別荘で，現在，大学のゼ
Coccolithushuxleyi の殻から,EDT

ミナールなどに利用されている) HobcawhouSe

である。この別荘はWaccamaw河の河口近くの ム可溶性の酸性多糖類が分離された。mannose7
岸辺にたち，野生動物のいる大きな林に囲まれた7 rhamnose7zyl.oseを主とし7 glucose,ara-
静かな所である。宿も全員合宿のため，夜のダベ binose を含有する。これらの物質とOaイオン

リングがあちらこちらの室で，夜ふけ童でつづき， との結合には2つのタイプがあるという。
親交が深められた。

G｡Flajs(Univ. ofBonn, 西ドイツ）
＜参加者のレポートについて＞

Skeletal uli,ras･Lruct,ures ofsome
今回は， 22題の報告があった編とれらは，南

calcifyingalgas
カロライナ大学の特別出版物で発行される。つぎ

に，各演題を簡単に紹介します。 石灰質藻類の骨格微細構造についてのくる。

第1日 10月1日 第2日 1 0月2日

RGEIPautard (MRCM1neralMe･babo一 H. J. Annot,t,(Unlv｡ofTexas,アメリカ）
11SmUnitj 7英国) Calcifical,ion in

Calcification inhigherpユant,s
single cellsf witjhanappraisal of

高等植物にはCaとSiの鉱物がつくられるが，
t,he relat,ionbet,weenSpiroSもomum

とくに修酸カルシウムの鉱物化についてのべてい
ambiguumandthe oslJEocyもe

特新潟大学理学部地鉱教室 る。細胞中に形成される鉱物の形態として，針状
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石灰質の球晶が，いろいろな動物で知られ，軟

体動物では外套膜，足，生殖器官にもある。巻貝

の里o‘maceaでは，炭酸カルシウムの球晶が，外

套膜や足の結合組織の中のCalClum細胞の空胞

でつくられる。これは非晶質のバテライトである。

基質はsulphat,edmucopo].ysaccharides

と蛋白からたる。生殖器官の球晶は, calcified

capsuleの形成のための貯蔵物で，足や外套膜

のものは殻の再生につかわれる。

A｡ S.Tompa (UniVy ofMichigan,アメ

リカ)Oalcificationofもhe eggof

1Jhe landsnaユユAngUispiraa]_もernaiJa

結晶，稜柱状結晶，球晶状結晶，小額粒状結晶が

識別された。

K、M.Wilbur(DukeUniv. ,アメリカ)Re-

cenもadvances in invertebratJe calci-

ficatjion

無脊椎動物の石灰化に関する研究の中で，最近

の問題をまとめてのべる。 (1)基質と石灰化との関

係(2)2，3のグループにおける石灰化ホルモン

(3)球晶形成の制御(4)成長の刻印などである。

D｡ Spangenberg (Univ.2ofOolorado,

アメリカ） 1面もracel1ulars,t,a･bolit,hsy-

nt,hesis :inAureliaauri･ba
_ 一一－

Aurelia(クラゲ）の細胞内でつくられる

sもaもolﾕもhと名付けられた石灰化物の形成につ

いての観察をのべる。これは触手の上皮細胞でつ

くられ， calcifylngvesicleの中で語こる。

歯や骨の発生で知られるvesiclesとちがって，

これは細胞内にみられ，細胞の核の近くや，とき

にゴルジ装置に接近して生じる。vesiclesは

membrane-boundで，好オスミウム酸性，無

定形物質を含み，酸性フオスファターゼ活性をも

つ。 sもatDlithの細胞内合成系は，石灰化細胞
の分化及び鉱物化のメカニズムを研究するのに好

適な材料である。

1. S. Johnslon(UnivofOalifornia,

アメリカ) The t,issue/skele.bonin－

t,erface inneWlyse､btledPolypS of

もhe r,?ef-ccral. pocilloporadamicornis

新しく定着した造礁性サンゴのポリプとその幼
生の骨格についてのくる。

J. Yamada(北海道大)andMS1mizu

I｣19ht, and electjronmicrpscope obser-

vaもions of tjhe regenera･IJJ.ngtes･t, in

陸産巻貝の卵殻形成に際して，卵の産出を実験

的に遅らせると，殻の肥厚や結晶粒の大きさの増

加など，卵殻形成に異常を生じる。

M. A・McWhinnie (DeraulUniv. ,アメリ

")Calcifica･bionincrust,acea

南極の海に住む甲殻類の石灰化についてのくる。

第5日 1 0月5日

K. Simkiss (ReadlngUnivB ,龍国) Oel-

lularaspecもs of calcificaiji.on

calcificatjion－新しい鉱物の生成7mlne-

raliZation－新しい鉱物の定着という定義を

した。そして，鉱物化の場が，石灰化の場ではな

いであろうという。石灰化に関与する細胞について

ての，これまでの研究を概観し，課題を示した。

最初の石灰化は細胞内で起るのか，細胞外で生ず

るのか。石灰化に際してのエネルギー状態につい

て検討する必要があるという。

』．W. Canlpbell (R1ceUniv. ，アメリカ）

andB. D･BoyanAcid-baSe relat,jonship

lncalcificatjion

巻貝の石灰化の場における，酸一塩基バランス

についてのくる。

Y. Kitano(名古屋大) "N. Kanamori

andS・Yoshioka lnfluence ofchemical.

specles lnparent, solut,iononcrystﾉal

formofcalciumcarbonat,e formed j.n

IJhe sOlutiOn

カルサイト ，アラゴナイトの形成に際して，Mg，

Bal有機物などの影響，さらに温度との関係につい

いて非生物系での実験をのべる。

M. A・ Orenshaw(Univ. ofNort,hOaro.-

lina7アメリカ)andH. Risi,edt, Thehis-

･ljoChemical l.ocalizat,ionofreacも1ve

trO,い1stJhe seaurchin,SもrongyloCen

in･tjermedi.uS

ウニの殻の再生過程に港ける細胞の変化をのべ

る。 sc].erocytjeの由来については，

1euCOCyjo→fibToblastjicstJage-
syncytjユumformaljion一子darksclerocyもe

-→ユighもsclerocytje

N.Wat,abe (南カロライナ大学，アメリカ) ,

V、 R･ lkenakshi. P･ L｡BlackWelder7 E.

M. Kur･t,zandnaPunke].bergerCal.careous

spherules inmolluscawitjhsPecial

reference ･t,oPomaceapaユudosa
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groups lnnacreousmafjrices

オウムガイの真珠質の脱灰膜にのこる結晶痕の

中央域に, Caと結合したsulfat,edpclysa-

ccharideを組織化学的方法で同定した。さら

にその場が鉱物の成長を制御すると考えている。

G. Krampitz (Univh ofBonn),J. En-

gelSandC,･ CazauxBloehemical stu-

dleS OnWaもersoluble proteinsand

relqal,edoomponentsofgast,ropod

shells

数種の巻貝の殻に含在れる有機物を分析したと

ころ，原始腹足類の基質は中・新腹足類の基質

にはない物質を含有することがあきらかとたる。

K.Wada (真珠研)andT. Fujlnuki Th-

ermOdynamlcaSpecl,s of biomineraliza-

も1on1nblvalvemolluscs

数種の二枚貝における套外液のCa・Mg. Mnなど

の元素を分析し，殻形成の際の挙動についてのく

る。套外液のCa量,重炭酸塩の濃度が淡水貝と海

水貝とで異なる。Caや炭酸塩の濃度は,PH, 'i

オン濃度，有機物'metabollcacldに関係す

る。Ca. Mg. Naの量などは海水と似ているが，

重金属とPは套外液に多い。軟体動物の鉱物化は

hei,erogeneousnuclea･IJionFで生じ，結晶の

成長は低過和状態で起るのであろう。

A. S. M・ Saleuddln (YoI･kUnlU,カナダ）

U11Jrast,ructjural st,udles on t,he sb-

rUcijUreand formationof i,hePer]o-

straCuminHelisoma (Mollusca)

hardpart ofchitons

ヒザラガイの貝殻と外套膜の構造についてのべ，

二枚貝の石灰化と相同であり ，分化のていども低

いという。

8．Wise andF. H・Wind(FlonidaState

Univb 7アメリカ) OrganicV． S. inorga-

nic processeS lnarchaeogastropod

Shell. mineraliZat,j.on

原始腹足類の貝殻構造についてのくる。

M･ Omori , 1．KQbayaShi,M. Shl.bata,

K. Mano7H・Kamiya(東教大) on some

probl.emSconcerningcalcificatjユonand

fossilizaも1onofSome ijaxodont,idbi-

valveS

（会議の一部は録音してあり主す。お申出下さ

い）

最後に，集会を通していえることは，

1）石灰化現象に関する研究をしている者は，

医学，歯学，水産学，化学，生物学，地質学，古

生物学をど様ざまを分野にわたるが，今回も，色

いる左出身者が一同に会した。様ざ室を分野から

の石灰化現象へのアプローチとして哨，今後もこ

の種の会合が必要であろう。

2）無脊椎動物の石灰化現象は，多岐に分化し

ている。大たり小をり ，いろいろな対象に目が向

けられつつある。

5) calcificationとminerallzatェon

の定義，構造形態型の名称の混乱などが提案，指

摘されている。

4）石灰化現象の起る場について，とくに，細

胞内石灰化と，細胞外石灰化の2つがあり，それ

ぞれの所見が，いろいろを種類で紹介された。

5）石灰化代謝に関する生化学的問題，或いは

ホルモンなどについての予想が提起された。

6）石灰化と生態，遺伝，進化などについての

問題が提起された話題もある。

次回の会議は，ろ～4年後に日本で開催される

ことが，参加者の間で，ほぼ決在り交した。会員

諸氏のこれまでのご援助にお礼申しあげるととも

に，多くの方々が会議に参加できる主うになるこ

とを願ってやみません。

二枚貝(Helisoma)の殻皮を形成する殻皮溝

の細胞の構造と殻皮形成過程についてのくる。

'I. Tsujユユ （三重大)AneleCt,ronmiC-

roscoplcst,udyen tjhemant,le ePi&he-

lial cellsofAnodonlJaSp， lnproceSs
‐

of tjhe shell regenerat,1on

第4日 1 0月4日

W・ Hass (Univ. ofBonn)andK. Krles-

tenFormatJionofshellandperinotjal
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